
 - 1 -

 
令和２年度 第４回向日市社会教育委員の会議（書面開催） 

日  時 令和３年２月５日（金）～令和３年２月 12 日（金） 

場  所 ― 

出席委員 
永井委員、髙畑委員、植田委員、安田委員、横田委員、梅田委員、中本委員、 

河村委員、築山委員、吉岡委員、平野委員、竹林委員 

欠席委員 ― 

事 務 局 ― 

内  容 

１ 令和２年度社会教育関係事業報告書について 

２ 令和３年度社会教育関係団体等への補助金（予算案）について 

３ 令和３年度社会教育の重点（案）について 

４ 向日市スポーツ推進計画の策定に係るパブリックコメントの結果について 
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○議題１についての質問 

 

生涯学習課所管の地域学校協働活動推進事業について、内容に「学校や地域の方々

と連携・協働し、子どもたちが安心して暮らせる環境づくりを推進する『地域学校

協働活動推進事業』を実施した。」とありますが、実際行われた活動は何でしょう

か。 

 

 令和３年２月１２日までに行われた活動は次のとおりです。 

 

 向陽小学校 

・地域のクリーン作戦 

 ・校内環境整備（高所の清掃） 

 ・習字指導 

 第３向陽小学校 

 ・どんぐり工作 

 ・習字指導 

 第５向陽小学校 

 ・花壇整備 

 第６向陽小学校 

 ・学校園環境整備 

 ・農芸委員会支援 

 寺戸中学校 

 ・寺戸放課後塾 
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今年度の事業計画では、「学校を核として地域全体で子どもたちを育む環境づくり

を推進するため、学校を支援するさまざまな取組を地域住民等により実施する。」と

いう内容でした。こちらの方が地域学校協働活動の主旨として合っていると考えま

すが、報告書でなぜ変わりましたか。 

 

国の事業目的として「活動を通じて地域社会全体の教育力の向上を図り、地域の

活性化や子どもたちが安心して暮らせる環境づくりを推進する」とありましたので、

事業報告では、「学校や地域の方々と連携・協働し、子どもたちが安心して暮らせる

環境づくりを推進する」と表現しておりましたが、ご指摘のとおりでございます。 

次回の事業計画書、事業報告書は内容を統一し、また地域と学校の協働の主旨も

踏まえて作成したいと存じます。 

 

来年度、この活動をどのように行うことができるのかはわかりませんが、主旨と

して協働の部分をもう少し進めることを希望します。このことに関して、教育委員

会ではどのようにお考えなのですか。 

 

 地域全体で子どもたちを育む環境づくりを推進するためには、地域と学校の連

携・協働が不可欠と存じております。 

 来年度におきましても、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら地域と学校

の協働の推進に努めてまいります。 

 

文化資料館常設展示の「長岡京の歴史と文化」は、12 月末時点で参加人数が 5,760

人とあります。計画案の参加人数を達成されましたでしょうか。 

 

 想定していた入館者数は約１万５千人でありましたが、今年度は、新型コロナウ

イルス感染症の影響により、想定人数より減少しております。 

 

○議題１についてのご意見 

 

全体として、今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため中止が目立つ事業報

告となりました。中止を決定するのも、開催を決めるのもどちらにも迷いと不安が

あったのではないかとお察しいたします。また、開催された事業では、感染対策を

工夫され社会教育を進めてくださったことに感謝いたします。 

 

 

○議題２についての質問 

 

 補助金の予算案は、各団体の今年度事業計画をもとに作成されているという理解

でよいでしょうか。 

 また、今年度の実績報告により金額に変更があることは、今年度についてはある

のかと考えます。 

 その場合、どのような手順になるのでしょうか。 
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 補助金の予算案については、社会教育関係団体育成補助金交付要綱第４条に関す

る基準及び前年度の実績等を考慮して予算計上しております。 

 今年度の実績報告による金額の変更の有無についてですが、今年度の実績報告、

すなわち令和２年度の実績報告は令和３年４月末が期限であり、実績報告後に令和

２年度の交付額を変更することは現実的に不可能であります。そのため、令和２年

度の事業実績は、令和３年度の補助金申請の審査において、令和３年度以降の事業

計画等と併せて総合的に勘案したうえで、予算の範囲内で交付額を決定いたします。 

 なお、年度途中で団体活動の休止や運営規模の大幅な縮小などがあった場合は不

交付や減額といったことも考えられ、今年度のヒマワリ・カップ体操競技大会実行

委員会は大会を中止されて運営がなかったため不交付といたしました。 

 

 

○議題４についての質問 

 

意見募集の方法①「情報公開コーナー、各地区公民館・コミセン、生涯学習課、

東向日別館３階」は、掲示したということですか。 

 

 各施設の窓口やコーナーに計画（案）を配架いたしました。 

 

 

○議題４についてのご意見 

 

意見が寄せられなかったというのは、残念です。今後のパブリックコメントは、

さらに別の方法も市として検討されることを望みます。 

 

スポーツ推進委員の意見を踏まえて修正されたことで、良くなったと思います。 

 

 

 

上記のとおり、意見等聴取後、委員への回答送付をもって、会議開催としました。 

 

 

 

 


